
冬の子供の肌トラブル  予防＆ケア 4
膚 科皮

原　　因
火や熱湯など、熱い物に触れて皮膚が傷つく

症状の重さによって、Ｉ度～Ⅲ度に分けられる。Ｉ度は表皮が赤くなり、ひりひりする
程度。Ⅱ度は真皮に達し、水ぶくれができたり、潰瘍化したりする。Ⅲ度は、皮下まで
焼けた状態で、皮膚は壊死しており、傷みも感じない。

●流水で 10 分以上患部を冷やす。着衣の上からでもよい。
冷やすことで、やけどの進行を止めることができるだけで
なく、痛みも抑えることができる。
●Ⅱ度以上のやけどの場合は、水で冷やしたあと、患部を
食品包装用ラップフィルムで包み、タオルに包んだ氷でさ
らに冷やしながら病院へ。浸出液が多い場合は、その上か
ら、紙おむつなどでくるむとよい。子どもは感染しやすい
ので、必ず受診する。
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最近、園ではやけどをするような状況は少ないが、家庭におけるストーブなどの暖房
器具や熱い食べ物などによるやけどで受診する子どもが多い。家庭で十分に気を付け
てもらうよう、喚起することがたいせつ。
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●消毒液とガーゼは使わない。最近の研究で、それらを使わないほうが治りが早いこと
がわがっている。
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